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tolerance and immunology of preeclampsia, 2012, 11, 26-29, Reunion Island. (Invited lecture) 
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8)  Saito S. : The role of regulatory T cells and regulatory NK cells during pregnancy. The Congress of the 
Hungarian Society for Reproductive Immunology, 2012, 12, 12, Pécs. (Invited lecture) 
9)  Shiozaki A., Miura K., Yoneda N., Yonezawa R., Takemura K., Masuzaki H., and Saito S. : A rare case of partial 
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して―. 第 1 回 HTLV-1 医療講演会, 2012, 1, 17, 川崎.（招待講演） 
14)  齋藤 滋 : HTLV-I に関する最新情報と保健指導のあり方. HTLV-I 母子感染対策研修（神奈川県公開講座）, 2012, 
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15)  齋藤 滋 : HTLV-I スクリーニングについての実際と注意点―産科的立場から―. 厚生労働科学研究「HTLV-1 母子
感染予防に関する研究：HTLV-1 抗体陽性妊婦からの出生児のコホート研究」HTLV-I 母子感染予防対策講習会, 2012, 
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感染予防に関する研究：HTLV-1 抗体陽性妊婦からの出生児のコホート研究」HTLV-I 母子感染予防対策講習会, 2012, 
2, 12, 大阪.（招待講演） 
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18)  齋藤 滋 : HTLV-1 に関する最新情報と保健指導のあり方. 藤沢市母子保健業務研究会, 2012, 2, 28, 藤沢.（招
待講演） 
19)  齋藤 滋 : 不育症治療に関する最近の話題. 第 137 回日本生殖医学会関西支部集談会, 2012, 3, 3, 大阪.（招待
講演） 
20)  齋藤 滋 : 国も支援し始めた不育症対策. 第 26 回 JMS 不妊症診療研究会, 2012, 3, 29, 栃木.（招待講演） 
21)  齋藤 滋 : 不育症の診断と治療―ヘパリン在宅自己注射を含めて―. 第 64 回日本産科婦人科学会学術講演会ラン
チョンセミナー10, 2012, 4, 13-15, 神戸.（招待講演） 
22)  齋藤 滋：Strategies to prevent preterm delivery for reducing neonatal morbidity and mortality. 第 64 回
日本産科婦人科学会学術講演会 FIGO Forum, 2012, 4, 13-15, 神戸.（招待講演） 
23)  齋藤 滋 : HTLV-I 母子感染防止対策. HTLV-1 抗体検査の実際とキャリアへの対応. 青森県 HTLV-1 母子感染予防対
策研修会, 2012, 5, 19, 青森.（招待講演） 
24)  齋藤 滋 : シンポジウム 2「HTLV-I 母子感染」HTLV-1 抗体検査が全国で行なわれるようになった経緯. 第 48 回日
本周産期・新生児医学会, 2012, 7, 8, 大宮.（招待講演） 
25)  齋藤 滋 : HTLV-1 母子感染予防対策について. 山形県 HTLV-I 母子感染予防対策研修会, 2012, 7, 17, 山形.（招
待講演） 
26)  齋藤 滋 : HTLV-I 母子感染予防のための基本的事項と具体的な対応策. 愛知県 HTLV-1 母子感染予防対策研修会, 
2012, 8, 30, 名古屋.（招待講演） 
27)  齋藤 滋 : 早産管理の最近の話題. 秋の産婦人科集中セミナー in 長崎, 2012, 9, 8-9, 長崎.（招待講演） 
28)  齋藤 滋 : 最新の不育症治療について. 岡山県産婦人科専門医会, 2012, 9, 16, 岡山.（招待講演） 
29)  齋藤 滋 : 不育症に係わる最近の話題. 岩手県産婦人科学会学術講演会, 2012, 9, 29, 盛岡.（招待講演） 
30)  齋藤 滋 : 不育症についての最新の話題. 第 15 回日本 IVF 学会ランチョンセミナー, 2012, 9, 30, 大阪.（招待
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31)  齋藤 滋 : HTLV-1 撲滅に向けての軌跡. 第 39 回日本産婦人科医会学術集会, 2012, 10, 6, 大阪.（招待講演） 
32)  齋藤 滋 : HTLV-1 抗体スクリーニング検査，確認検査の意義. HTLV-I 母子感染予防対策講習会（板橋班主催）, 2012, 
11, 4, 東京.（招待講演） 
33)  齋藤 滋 : HTLV-1 母子感染に関する保健指導，カウンセリングについて. 横須賀市 HTLV-I 母子感染予防対策研修
会, 2012, 11, 22, 横須賀.（招待講演） 
34)  齋藤 滋 : 不育症に関する新しい考え方. 第 29 回東京生殖医療懇談会, 2012, 11, 22, 東京.（招待講演） 
35)  齋藤 滋 : 生殖免疫の立場から不妊症，不育症を議論する. 第 27 回日本生殖免疫学会総会・学術集会, 2012, 12, 
8-9, 大阪.（招待講演） 
36)  塩﨑有宏, 松田義雄, 佐藤昌司, 齋藤 滋 : わが国の単胎妊娠例における妊娠高血圧と妊娠高血圧腎症との相違
点―日産婦 DB からの解析―. 第 64 回日本産科婦人科学会学術講演会, 2012, 4, 13-15, 神戸. 
37)  塩﨑有宏, 竹村京子, 米澤理可, 米田徳子, 津留明彦, 齋藤 滋 : ワークショップ『皆で共有したい印象に残る産
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2012, 5, 25-27, 東京. 
38)  塩﨑有宏, 竹村京子, 米澤理可, 米田徳子, 伊東雅美, 伊藤実香, 米田 哲, 津留明彦, 齋藤 滋 : 母体血およ
び奇胎嚢胞液中の sFlt-1，sEndoglin が異常高値を示した部分胞状奇胎の 1例. 第 48 回日本周産期・新生児医学会, 
2012, 7, 8-10, 大宮. 
39)  塩﨑有宏, 三浦清徳, 鹿児山浩, 田中智子, 津田さやか, 津田 桂, 米澤理可, 伊藤実香, 米田 哲, 増﨑英明, 
齋藤 滋 : 妊娠 19 週に高血圧，蛋白尿，肺水腫を呈した胎児共存部分胞状奇胎の病態解析. 第 33 回妊娠高血圧学
会, 2012, 9, 7-8, 長崎. 
40)  米田 哲, 米田徳子, 稲田貢三子, 稲坂 淳, 大洞由紀子, 佐藤幹奈, 塩﨑有宏, 齋藤 滋 : 切迫早産例におけ
る妊娠 36 週までの長期 tocolysis (maintenance tocolysis)が有効と考えられる症例に関する検討. 第 64 回日本
産科婦人科学会学術講演会, 2012, 4, 13-15, 神戸.（ポスター発表） 
41)  米田 哲, 伊東雅美, 小野洋輔, 米澤理可, 伊藤実香, 塩﨑有宏, 齋藤 滋 : 頸管内胎胞形成を伴う切迫早産例
に対する黄体ホルモン製剤の有効性に関する検討. 第 48 回日本周産期・新生児医学会, 2012, 7, 8-10, 大宮. 
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